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三
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「（
こ
れ

ら
の
事
業
の
開
始
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
の
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
の
人
数
が
三
千
人
以
上
で
あ

る
駅
又
は
停
留
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
「
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

こ
れ
ら
の
事
業
の
開
始
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
の
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
の
人
数
が
三

千
人
以
上
で
あ
る
駅
又
は
停
留
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業

ロ

こ
れ
ら
の
事
業
の
開
始
の
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
の
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
利
用
者
の
人
数
が
二

千
人
以
上
三
千
人
未
満
で
あ
る
駅
又
は
停
留
場
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
構
想
に
お
い
て
定
め
ら

れ
た
同
法
第
二
条
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
重
点
整
備
地
区
の
区
域
内
の
同
条
第
二
十
三
号
イ
に
規
定
す
る

生
活
関
連
施
設
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
事
業

附
則
第
十
一
条
第
三
十
項
第
二
号
ロ
中「（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）」を
削
り
、「
第
二
条
第
二
十
三
号
イ
」

を
「
第
二
条
第
二
十
六
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
一
項
及
び
第
三
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附
則
第

十
五
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三

十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条

第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、「
の

土
地
」
の
下
に
「
の
う
ち
、
当
該
土
地
（
当
該
土
地
と
一
体
と
し
て
管
理
又
は
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）が

総
務
省
令
で
定
め
る
用
途
に
供
す
る
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
に
規
定
す
る
特
定

電
気
通
信
設
備
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
に
規
定
す
る
特
定
電
気
通
信
設
備
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
四
十
項
」
を「
同
条
第
三
十
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
四
十
項
及
び
第
四
十
一
項
を
削
り
、
同
条
第
四
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」を「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四

十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
に
、「
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
」
を
「
帰
還
・
移
住
等
環
境
整
備
推

進
法
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」を「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第

四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、同
条
第
四
十
六
項
中「
附

則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第

四
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五

項
と
し
、
同
条
第
四
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
四
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十

一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
八
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四

十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

50

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
に
規
定
す
る
自
転
車
を
賃
貸
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
に
規

定
す
る
市
町
村
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
定
め
た
市
町
村
が
作
成
し
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
立
地
適
正
化
計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
に
お

い
て
行
わ
れ
る
事
業
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

13

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
特
例
適
用
家
屋
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

区
分
所
有
に
係
る
特
例
適
用
家
屋（
法
第
三
百
四
十
一
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
分
所
有
に
係
る
家
屋（
以

下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
区
分
所
有
に
係
る
家
屋
」
と
い
う
。）で
あ
る
特
例
適
用
家
屋
を
い
う
。
次
号

及
び
同
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
共
有
物
で
あ
る
特
例
適
用
家
屋
以
外
の
特
例
適
用
家
屋

当
該
特
例
適
用
家

屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
（
当
該
特
例
適
用
家
屋
が
法
附
則
第
十
五
条
の
六
か
ら
第
十
五
条
の
十
一
ま
で
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
後
の
額
）
又
は
都
市
計
画
税
額
（
当
該
特
例
適
用
家

屋
が
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
同
条
の
規
定
の
適
用
後
の
額
）
に
、被
災
家
屋
の
床
面
積（
当

該
被
災
家
屋
が
区
分
所
有
に
係
る
家
屋
で
あ
る
と
き
は
、
第
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
所
有
し
て
い
た
当

該
被
災
家
屋
の
専
有
部
分
の
床
面
積
と
し
、
当
該
被
災
家
屋
が
共
有
物
で
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
掲
げ
る
者
が

有
し
て
い
た
当
該
被
災
家
屋
に
係
る
持
分
の
割
合
を
当
該
被
災
家
屋
の
床
面
積
に
乗
じ
て
得
た
面
積
と
す
る
。

次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該
特
例
適
用
家
屋
の
床
面
積
で
除
し
て
得
た
数
値
（
当
該
数
値
が
一

を
超
え
る
場
合
に
は
、
一
）
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額

二

区
分
所
有
に
係
る
特
例
適
用
家
屋

当
該
特
例
適
用
家
屋
の
専
有
部
分
に
係
る
区
分
所
有
者
（
法
第
三
百
五

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
者
を
い
う
。）が
同
条
又
は
法
第
七
百
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
法
第
三
百
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
る
固

定
資
産
税
額
（
当
該
特
例
適
用
家
屋
が
法
附
則
第
十
五
条
の
六
か
ら
第
十
五
条
の
十
一
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
、
か
つ
、
当
該
専
有
部
分
が
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
二
百
十
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
条

第
十
二
項
第
一
号
ロ
中
「
又
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
に
要
す
る
費
用
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の

補
助
」
を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
の
四
の
見
出
し
中
「
範
囲
」
を
「
範
囲
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
令
和
元
年
度
又

は
令
和
二
年
度
」
を
「
令
和
三
年
度
又
は
令
和
四
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
令
和
元
年
度
又
は
令
和
二
年

度
」を「
令
和
三
年
度
又
は
令
和
四
年
度
」
に
改
め
、「
専
有
部
分
を
い
う
。」の
下
に
「
第
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）（
」

を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
項
の
次
に
次
の
八
項
を
加
え
る
。

11

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
家
屋
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
被

災
家
屋
」
と
い
う
。）の
所
有
者
（
当
該
被
災
家
屋
が
共
有
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
持
分
を
有
す
る
者
を
含

む
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
者
（
こ
の
号
に
規
定
す
る
相
続
人
を
含
む
。）が
個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
者
に
つ
い

て
相
続
が
あ
つ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
者
の
相
続
人

三

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
取
得
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
た
家
屋（
第
十
三
項
に
お
い
て「
特

例
適
用
家
屋
」
と
い
う
。）に
個
人
で
あ
る
第
一
号
に
掲
げ
る
者
と
同
居
す
る
そ
の
者
の
三
親
等
内
の
親
族

四

第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
こ
の
号
に
規
定
す
る
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法

人
又
は
分
割
承
継
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
の
三
に
規
定
す
る
分
割
承
継
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の

号
及
び
第
十
五
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
む
。）が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
合
併
に

よ
り
消
滅
し
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
合
併
に
係
る
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

法
人
又
は
当
該
法
人
が
分
割
に
よ
り
被
災
家
屋
に
係
る
事
業
を
承
継
さ
せ
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
分
割
に
係
る

分
割
承
継
法
人

12

法
附
則
第
十
六
条
の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
域
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
第
十
六
項
に
お
い
て
「
被
災
区
域
」
と
い
う
。）と
す
る
。
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